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「
体
育
合
患
家
庭
教
師
」

会

適
摩
高
校
を
卒
業

さ
れ
る
皆
様
に
松
風

会
を
代
表
し
ま
し

て
、
御
祝
い
申
上
げ

ま
す
。

私
が
か
つ
て
北
九
州
で
大
学
生
で
あ
っ
た

頃
、
高
校
生
の
家
庭
教
師
を
し
た
話
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

体
育
会
系
の
学
生
で
期
間
は
一
年
、
住
み

込
み
、
食
事
付
き
と
い
う
条
件
で
大
学
の
学

生
課
長
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
「
知
人
の
子
供

だ
が
原
君
ひ
と
つ
面
倒
を
見
て
や
っ
て
く
れ

ん
ね
。
」
と
言
っ
て
承
諾
さ
せ
ら
れ
た
。
当

時
は
水
泳
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
て
万

年
床
の
部
室
で
の
生
活
。
寮
よ
り
も
汚
く
て

ひ
ど
い
環
境
だ
っ
た
。
豪
勢
な
家
に
住
ん
で

い
る
彼
は
小
倉
の
私
立
工
業
高
校
を
「
不
良
」

で
放
校
と
な
り
、
大
分
県
の
高
校
に
転
校
し

た
「
い
わ
く
付
き
」
。
日
豊
本
線
の
番
長
だ
。

長
　
原
　
　
　
勝
　
正

体
は
で
か
い
。
眉
は
無
い
。
額
は
青
く
剃
り

上
げ
た
姿
は
私
の
常
識
を
越
え
て
い
た
。
息

子
の
ド
迫
力
に
負
け
て
親
は
小
さ
く
な
っ
て

い
る
。
特
に
父
親
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
皆

無
。
私
は
ま
ず
生
活
指
導
の
家
庭
教
師
で

あ
っ
た
。
教
科
書
に
そ
っ
て
丁
寧
に
教
え
て

も
学
業
に
興
味
が
な
い
。
三
ケ
月
が
過
ぎ
た

頃
、
彼
の
性
格
や
長
所
短
所
が
少
し
ず
つ
分

か
っ
て
来
た
。
「
学
業
の
面
白
さ
」
を
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
。
番
長
を
や
っ
て

い
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
集
中
力
は
あ
る
。
と
に

か
く
「
不
良
」
も
「
数
学
」
も
「
英
語
」
も

現
状
か
ら
脱
却
し
な
い
と
い
け
な
い
。
私
は

色
々
な
方
法
で
彼
に
接
近
し
て
行
っ
た
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
彼
が
急
に
態
度
を
硬
化
さ
せ

て
来
た
。
「
窮
鼠
、
猫
。
」
　
で
あ
る
。
「
原
さ

ん
チ
ヤ
、
あ
ん
た
に
ワ
シ
の
刀
を
見
せ
た
る

バ
イ
。
刀
は
こ
う
や
っ
て
便
こ
う
タ
イ
。
」

と
言
っ
て
床
下
か
ら
取
り
出
し
た
ギ
ラ
ギ
ラ

し
た
刃
渡
り
五
十
セ
ン
チ
の
脇
差
を
持
つ
や

否
や
、
「
ド
ー
ン
」
と
私
の
胸
に
体
ご
と
突

き
当
た
っ
て
来
た
。
私
は
一
瞬
、
よ
ろ
め
い

て
め
ま
い
が
し
た
。
「
殺
ら
れ
た
」
と
思
っ
た
。

が
、
そ
の
刃
は
五
十
セ
ン
チ
私
の
胸
の
前
で

残
っ
て
い
た
。
す
か
さ
ず
、
私
は
彼
の
目
を

見
た
。
彼
も
私
の
目
を
見
て
い
た
。
私
の
目

の
奥
の
奥
ま
で
見
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
ハ
ッ
ハ
。
」
「
ハ
ッ
。
」
「
ハ
ッ
。
」
「
ハ
ッ
。
」

「
ハ
ッ
ハ
、
ハ
ア
。
」
…
‥
・
。
私
と
彼
は
大
き

な
声
を
出
し
て
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
笑
い
出

し
た
。
「
や
っ
た
な
ぁ
。
よ
ー
し
＝
日
。
お
ま

え
が
得
意
の
内
股
で
ワ
シ
を
投
げ
ら
れ
る

か
、
外
に
出
て
勝
負
を
し
て
み
る
か
‖
‥
。
」

と
言
っ
て
雨
の
降
る
な
か
、
二
人
庭
に
降
り

て
相
撲
を
取
っ
た
。
泥
だ
ら
け
、
ス
リ
傷
も

つ
く
っ
た
が
、
彼
が
初
め
て
私
に
心
を
開
い

て
く
れ
た
気
が
し
た
。

性
格
や
性
根
は
、
簡
単
に
変
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
あ
の
後
、
彼
は
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
刀
は
短
い
の
か
ら
長
い
の
迄
持
っ

て
い
て
、
床
下
に
隠
し
て
い
た
。
カ
バ
ン
の

中
は
弁
当
や
教
科
…

書
の
下
に
チ
ェ
ー
M

ン
や
刀
を
入
れ
て
仙

学
校
に
行
っ
て
い

た
。
番
長
の
苦
労

話
も
随
分
と
聞
い

て
や
っ
た
。
約
束

の
一
年
は
「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
過
ぎ
、

後
任
は
部
の
後
輩

に
任
せ
私
は
家
を

去
っ
た
。
「
原
さ
ん

チ
ヤ
、
ワ
シ
は
あ

ん
た
が
す
ご
う
好

き
に
な
っ
た
バ

イ
。
」
と
言
っ
て
大

「完万畠惑蒜

男
の
ワ
ル
が
泣
い
た
。

一
年
後
、
「
福
岡
の

大
学
に
合
格
し
た
。
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。

今
回
、
「
体
育
会
系
の
家
庭
教
師
」
だ
っ

た
頃
の
あ
の
情
熱
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
贈
り
な
が
ら
、
幸
多
か
れ
と
御
祈
り
致

し
ま
す
。

週
摩
高
枚
の
近
況
報
舎

校

適
摩
高
赴
任
後
三

年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、

ハ
昨
年
度
よ
り
も
一
層

学
校
生
活
が
安
定

し
、
生
徒
諸
君
も
学

習
や
部
活
動
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
県
教
委
や
県
外
高
校
P
T
A
の
皆
さ

ん
の
学
校
訪
問
で
は
、
校
舎
内
の
管
理
状
況

や
授
業
に
対
す
る
生
徒
諸
君
の
取
り
組
み

状
況
等
を
お
褒
め
い
た
だ
く
こ
と
が
多

か
っ
た
の
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
も
職
員

の
一
致
協
力
体
制
に
よ
る
指
導
と
地
域
・
松

風
会
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。

長
　
景
　
山
　
博
　
恭

学
校
で
の
学
習
は
教
科
の
学
習
を
通
し

て
知
識
技
術
の
向
上
を
図
り
、
実
社
会
へ
巣

立
っ
た
と
き
に
役
立
つ
よ
う
に
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
な
目
標
で
す
。
同
時

に
、
部
活
動
や
学
級
生
活
を
通
し
て
集
団
の

中
で
の
人
間
関
係
の
形
成
や
個
人
々
々
の

内
面
的
成
長
を
図
る
こ
と
も
大
切
な
事
項

で
あ
り
ま
す
。
本
校
職
員
は
、
時
に
は
厳
し

く
時
に
は
優
し
く
生
徒
を
温
か
い
目
で
指

導
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
一
年

生
は
三
学
級
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
観
察

や
指
導
に
関
し
て
は
、
よ
り
細
目
な
対
応
が

出
来
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
の
大
切
な
柱
と
し
て
生
徒
諸

君
に
は
全
校
集
会
等
機
会
あ
る
毎
に
「
他
に

対
す
る
思
い
や
り
の
大
切
さ
」
や
「
一
人
一

人
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
当
た
り
前
で
あ
り
、

違
う
か
ら
こ
そ
お
互
い
の
存
在
が
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
訴
え
、
互
い
に
尊
重
す
る
こ
と

か
ら
、
い
じ
め
な
ど
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
に
努
め
て
い
る
つ

も
り
で
す
。
生
徒
諸
君
が
思
い
や
り
を
持
っ

て
協
力
し
、
一
人
一
人
が
よ
り
良
い
成
長
を

し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
、
日
々
職
員
の
皆

様
と
意
見
交
換
を
図
り
、
協
力
し
て
学
校
運

営
を
図
る
様
努
力
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
部
活
動
の
状
況
を
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
大
会
出
場

・
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
島
根
大
会

美
術
工
芸
の
部
出
展
　
三
年
　
石
川
　
龍

企
画
委
員
　
三
年
　
山
口
翔
子
、
山
内
春
佳

・
全
国
高
校
珠
算
大
会
　
三
年
　
山
根
加
穂

・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
陸
上
）
　
三
年
　
永
岡
　
大

・
農
業
ク
ラ
ブ
農
業
鑑
定
競
技
優
秀
賞

三
年
　
野
木
哲
郎
、
三
年
　
井
上
　
豊

中
国
大
会
出
場

・
中
国
高
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

・
中
国
地
区
高
校
弓
道
選
手
権
　
女
子
団
体

・
中
国
地
区
高
校
弓
道
新
人
大
会

女
子
団
体
及
び
個
人

・
中
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
個
人
戦

三
年
　
小
原
悟
史
、
南
　
貴
裕

島
根
県
内
大
会
の
結
果
（
主
な
も
の
）

・
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
小
編
成
部
「
金
賞
」

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
大
会
「
金
賞
1
・
銀
賞
2
」

・
県
高
校
総
体
柔
道
　
　
小
原
、
南
三
位

・
県
高
校
春
季
写
真
展
　
特
選
4
・
入
選
9

・
県
高
校
秋
季
写
真
展
　
特
選
2
・
入
選
6

・
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
　
　
優
良
5
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本
年
度
の
卒
業
予
定
者
は
百
三
十
五
名

（
男
子
四
十
六
名
・
女
子
八
十
九
名
）
　
で
、

就
職
希
望
者
と
進
学
希
望
者
の
割
合
は
約

四
対
六
で
、
こ
こ
数
年
こ
の
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
新
聞
報
道
に
も
あ
り

ま
す
よ
う
に
求
人
状
況
に
回
復
傾
向
が
見

ら
れ
、
製
造
業
を
中
心
に
好
況
の
様
相
を
呈

し
て
い
ま
す
。
十
月
末
段
階
で
受
付
済
み
の

求
人
票
数
も
五
百
の
大
台
を
超
え
、
一
昨
年

度
末
の
三
百
三
十
三
枚
、
昨
年
度
未
の

四
百
八
十
六
枚
に
比
べ
て
着
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
少
な
い
年
度
は
二
百
五
十
校
に

も
満
た
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
就
職
を

取
り
巻
く
環
境
は
い
た
っ
て
良
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
詳
細

に
求
人
内
訳
を
分
析
す
る
と
、
生
徒
の
希
望

に
合
致
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
の

が
実
情
で
す
。
い
た
だ
い
て
い
る
求
人
票
の

三
十
二
％
が
技
能
生
産
系
、
五
十
六
％
が

サ
ー
ビ
ス
系
で
あ
り
、
事
務
・
販
売
・
接
客

等
を
希
望
す
る
生
徒
も
多
い
中
、
な
か
な
か

思
う
に
任
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
勤
可
能
地

域
も
し
く
は
県
内
へ
の
就
職
希
望
が
七
割

を
占
め
る
本
校
に
お
い
て
、
県
内
求
人
数
が

頭
打
ち
の
現
況
で
は
生
徒
の
希
望
に
す
べ

て
応
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
職

種
や
地
域
の
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
進
路

指
導
部
で
は
、
年
度
当
初
よ
り
例
年
に
も
増

し
て
企
業
訪
問
・
求
人
開
拓
に
努
め
た
結

果
、
県
内
三
十
九
人
（
内
、
大
田
地
域
内

二
十
一
人
）
・
県
外
十
九
人
の
就
職
内
定
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
的
に

は
高
卒
内
定
率
が
五
十
％
程
度
と
言
わ
れ

る
中
で
、
本
校
生
徒
は
よ
く
健
闘
し
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

進
学
に
つ
い
て
は
、
久
々
に
国
立
大
学
受

験
者
が
出
る
な
ど
、
意
欲
的
に
受
験
に
向

か
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
四
年
制
大
学
八

人
、
短
大
十
三
人
、
高
看
七
人
、
専
修
学
校

四
十
七
人
の
希
望
が
あ
り
ま
す
が
、
推
薦
入

学
を
中
心
に
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
者
が
既

に
八
割
以
上
お
り
、
こ
こ
で
も
健
闘
が
目
上
吐

ち
ま
す
。
と
り
わ
け
難
関
と
言
わ
れ
る
高
肴

や
大
学
に
果
敢
に
挑
み
、
合
格
の
花
を
咲
か

せ
た
喜
び
の
笑
顔
が
随
所
で
見
ら
れ
た
の

は
、
指
導
す
る
側
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
受
験
戦
線
は
続
き
ま
す

が
、
晴
れ
の
卒
業
を
迎
え
る
日
ま
で
に
は
、

数
名
の
就
職
未
走
者
を
含
め
て
全
員
の
進

路
実
現
が
は
か
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

本
年
度
、
よ
り
よ
い
進
路
指
導
を
目
的

に
、
本
校
独
自
の
「
進
路
の
手
引
き
」
発
行
、

進
路
閲
覧
室
の
増
設
、
三
年
生
保
護
者
・
生

徒
を
一
同
に
会
し
た
進
路
説
明
会
や
就
職

希
望
者
対
象
の
夏
季
集
中
補
講
、
外
部
講
師

に
よ
る
面
接
対
策
講
演
会
の
早
期
実
施
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
全
て
は
生
徒
一

人
一
人
の
進
路
実
現
の
た
め
、
既
成
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
断
行
し
て
き
た
つ
も
り
で
す

が
、
ま
だ
多
く
の
難
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
有
為
な
人
材
を
適
所
に
送

り
出
せ
る
よ
う
研
究
・
工
夫
を
重
ね
、
適
摩

高
校
の
伝
統
を
汚
さ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
遺
産
「
石
見
銀
山
遺
跡
」
の

実
験
公
開
に
参
加
し
て

4
7
年
卒
邁
摩
高
校
教
諭

坂
根
一
則

平
成
1
9
年
7
月
2
日
、
石
見
銀
山
追
跡
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
観
光
バ
ス
が
1
日
に
6
0
台
。

温
泉
津
温
泉
が
予
約
で
満
室
。
龍
源
寺
間
歩
の
入

場
者
が
1
0
万
人
を
突
破
。
玉
造
温
泉
が
牢
内
満
室

状
態
。
仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
入
場
者
が

7
万
人
を
超
え
た
。
な
ど
世
界
遺
産
石
見
銀
山
の

波
及
効
果
は
「
す
ご
い
」
の
三
一
ロ
で
あ
る
。
石
見

銀
山
に
つ
い
て
近
所
や
学
校
で
話
を
す
る
と
、
た

い
て
い
の
人
は
「
あ
が
な
と
こ
ろ
た
い
し
た
こ
と

な
い
が
な
、
今
だ
け
だ
で
、
来
年
は
人
が
減
る
が

な
」
と
批
判
め
い
た
大
田
弁
が
炸
裂
す
る
。
そ
れ

も
一
人
や
二
人
で
は
な
い
。
聞
く
人
の
約
8
割
が

同
意
見
で
「
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
、
あ
が
な
と

こ
ろ
」
と
言
葉
が
続
く
。
果
た
し
て
そ
う
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
り
た
く
て
、
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
た
石
見
銀
山
関
連
ニ
ュ
ー
ス
や
特
集
を
ビ

デ
オ
録
画
し
何
回
も
見
て
い
る
う
ち
に
「
自
分
の

目
で
確
か
め
た
い
」
と
「
世
界
通
産
石
見
銀
山
を

歩
く
」
と
い
う
本
を
片
手
に
銀
山
柵
内
、
銀
の
積

出
し
港
の
馬
路
鞘
ケ
浦
、
温
泉
津
沖
泊
港
を
訪
ね

た
。
そ
の
都
度
感
じ
た
こ
と
は
「
間
違
い
な
く
世

界
遺
産
の
価
値
が
あ
る
」
「
歴
史
的
な
価
値
は
世

界
遺
産
の
冠
を
つ
け
て
も
よ
い
」
と
一
人
で
納
得

し
た
。
平
成
19
年
に
石
見
銀
山
遺
跡
を
7
回
探
索

し
た
の
で
、
そ
の
6
回
目
に
当
る
大
久
保
間
歩
、

釜
屋
間
歩
の
実
験
公
開
見
学
の
感
想
を
述
べ
た
い
。

「
広
報
お
お
だ
し
」
に
石
見
銀
山
遺
跡
の
大
久

保
闇
歩
実
験
公
開
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
た
。
平
成

2
0
年
春
の
一
般
公
開
に
先
駆
け
大
田
市
民
に
公
開

す
る
、
定
員
は
2
0
名
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
、
と
紹
介
さ
れ
た
。
早
速
、
邁
摩
高
校
で
希

望
者
を
募
り
6
名
の
教
員
が
日
月
の
公
開
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
適
摩
高
校
で
私
よ
り
1
級

上
の
4
6
年
卒
の
大
島
教
頭
も
「
石
見
銀
山
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
い
」
と
参
加
さ
れ
た
。
日
月
4

日
朝
9
時
2
0
分
、
石
見
銀
山
世
界
道
産
セ
ン
タ
ー

第
3
駐
車
場
に
集
合
、
車
に
乗
合
わ
せ
大
田
3
中

近
く
の
駐
車
場
ま
で
移
動
し
、
仙
ノ
山
登
山
口
に

集
合
し
た
。
本
谷
口
番
所
跡
や
下
金
生
抗
の
説
明

を
市
役
所
職
員
か
ら
受
け
1
0
時
丁
度
に
プ
レ
ハ
ブ

小
屋
に
着
い
た
。
そ
こ
で
懐
中
電
灯
と
長
靴
・
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
大
久
保
間
歩
水
抜
き
抗
の
金

生
抗
を
見
学
し
て
大
久
保
間
歩
に
到
着
し
た
。
坑

内
に
入
る
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
驚
嘆
の
声
が
発

大久保闇歩

せ
ら
れ
る
。
「
な
ん
だ

こ
れ
は
」
「
わ
ぁ
ー
す

ご
い
」
斜
坑
や
横
相

抗
、
竪
抗
が
蟻
の
巣

の
よ
う
に
繋
が
っ
て

い
る
。
鉱
脈
に
沿
っ

て
人
が
ひ
と
り
入
れ

る
穴
が
掘
ら
れ
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
声
が
あ
が
る
。
足
元
に
は
、

ト
ロ
ッ
コ
の
枕
木
が
朽
ち
な
が
ら
も
続
い
て
い

る
。
「
坑
道
で
最
盛
期
に
は
3
万
人
が
働
い
た
」
「
1

日
に
掘
っ
た
距
離
は
3
0
セ
ン
チ
」
「
こ
れ
が
鉱
脈

で
坑
道
は
仙
ノ
山
を
珊
メ
ー
ト
ル
貫
通
し
て
い

る
」
「
左
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
部
分
が
江
戸
時
代
、
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右
の
き
れ
い
な
掘
り

跡
が
明
治
時
代
」
な

ど
の
説
明
に
よ
り
坑

道
の
奥
深
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
。
闇
メ
ー

ト
ル
の
公
開
坑
道
を

出
て
、
大
き
な
感
動

を
あ
と
に
山
道
を
登

る
。
後
ろ
を
振
返
り

遠
方
を
見
る
と
三
瓶

山
が
き
れ
い
だ
。
カ

メ
ラ
を
か
ま
え
る
見

学
者
た
ち
。
「
江
戸
時

代
の
人
た
ち
も
こ
こ

か
ら
三
瓶
山
を
見
た

の
だ
ろ
う
か
」
と
胸

が
し
め
つ
け
ら
れ
る
。

日
時
に
釜
屋
間
歩
に

到
着
。
安
原
伝
兵
衛

が
発
見
し
た
間
歩
で

良
質
の
銀
が
年
間
13
・

5
ト
ン
産
出
さ
れ
た

場
所
で
あ
る
。
そ
の
右
隣
に
謎
の
山
ボ
盤
遺
構
が
あ

る
。
石
段
や
製
錬
の
跡
な
ど
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

遺
構
で
威
圧
感
さ
え
感
じ
た
。
次
に
本
間
歩
を
目

指
し
て
山
を
登
る
。
途
中
、
露
頭
掘
り
の
大
き
な

岩
盤
が
日
に
入
る
。
こ
の
辺
り
は
、
地
表
面
か
ら

鉱
脈
を
掘
っ
た
跡
が
集
中
す
る
地
帯
。
「
す
ご
い
、

や
は
り
銀
の
山
だ
」
と
納
得
す
る
。
山
道
の
周
囲

に
平
坦
な
部
分
が
沢
山
あ
り
、
建
物
の
跡
で
あ
っ

た
と
説
明
を
受
け
る
。
製
錬
の
跡
や
住
居
が
あ
っ

石鎚遺跡

た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
や
が
て
、

山
頂
付
近
の
本
間
歩

に
到
着
。
鉱
脈
を
追
っ

て
ひ
押
し
に
よ
り
採

掘
し
た
大
き
な
坑
道

で
、
現
在
坑
内
は
埋

め
ら
れ
て
い
て
残
念

に
思
っ
た
。
息
を
切
ら
し
数
分
足
を
進
め
た
。
遂

に
仙
ノ
山
頂
上
に
到
着
、
山
頂
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
の
平
坦
地
が
広
が
る
。
こ
こ
が
戦
国
時
代
末
か

ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
石
見
銀
山
最
盛
期
の
銀

の
生
産
と
生
活
の
拠
点
で
あ
っ
た
石
銀
（
い
し
が

ね
）
追
跡
で
あ
る
。
屋
敷
跡
の
石
垣
や
井
戸
、
そ

し
て
墓
石
な
ど
が
残
り
、
か
つ
て
「
石
銀
千
軒
」

と
も
言
わ
れ
た
鉱
山
都
市
と
し
て
の
繁
栄
の
姿
が

残
る
。
整
然
と
区
画
し
た
屋
敷
跡
か
ら
、
中
国
・

朝
鮮
産
の
陶
磁
器
や
下
駄
、
キ
セ
ル
、
墓
石
、
香

炉
な
ど
の
大
垣
の
生
活
用
品
が
出
土
し
、
当
時
の

鉱
山
住
人
の
生
活
が
豊
か
で
文
化
的
な
都
市
生
活

を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
所
で

あ
る
。
そ
の
場
所
に
1
号
間
歩
が
あ
り
、
銀
山
全

体
の
間
歩
は
榔
穴
以
上
も
続
く
。
1
号
間
歩
前
で

適
摩
高
校
教
員
メ
ン
バ
ー
は
記
念
写
真
を
掘
っ

た
。
「
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
だ
」
と
ポ
ー
ズ
を
決
め
た
。

1
2
時
3
0
分
に
下
山
し
、
石
見
銀
山
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
に
向
か
っ
た
。
観
光
客
の
車
や
バ
ス
の
渋
滞
で

駐
車
場
に
た
ど
り
着
け
な
い
。
石
見
銀
山
ブ
ー
ム

を
肌
で
感
じ
た
瞬
間
で
も
あ
る
。
こ
の
大
久
保
間

歩
実
験
公
開
に
参
加
し
て
、
世
界
遺
産
石
見
銀
山

追
跡
の
冠
は
間
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。
同
行
し

た
教
員
の
感
想
を
載
せ
た
い
。
「
こ
こ
∽
年
の
日

曜
日
で
最
高
の
1
日
と
な
っ
た
」
「
ま
さ
に
世
界

退
産
、
一
度
は
見
て
欲
し
い
」
「
感
動
し
た
、
地
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清水谷製錬所跡

元
の
人
の
み
な
ら

ず
、
全
国
の
人
に
見

て
欲
し
い
追
跡
だ
」

虚
偽
の
な
い
参
加
教

員
の
生
の
声
で
あ

る
。
こ
の
実
験
公
開

の
様
子
を
邁
摩
高
校

の
文
化
祭
で
写
真
展

示
し
、
生
徒
や
地
域

の
皆
さ
ん
に
紹
介
し

た
。
こ
の
感
動
を
さ
ら
に
味
わ
う
べ
く
邁
摩
高
校

教
員
の
石
見
銀
山
見
学
会
第
2
弾
を
企
画
し
た
。

日
月
2
3
日
に
清
水
谷
製
錬
所
跡
や
龍
源
寺
間
歩
、

毛
利
元
就
ゆ
か
り
の
豊
栄
神
社
、
山
吹
城
の
登
山

を
行
っ
た
。
私
の
み
な
ら
ず
大
島
教
頭
、
社
会
科
・

商
業
科
の
教
員
等
は
石
見
銀
山
追
跡
に
完
壁
に
は

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
然
と
共
生
し
た
石
見
銀
山
、

世
界
3
分
の
1
の
銀
を
産
出
し
南
蛮
貿
易
の
拠
点

と
な
っ
た
銀
山
、
銀
山
の
争
奪
戦
を
行
っ
た
戦
国

武
将
た
ち
、
計
り
知
れ
な
い
歴
史
の
重
さ
と
遺
跡

の
数
々
、
ど
れ
も
こ
れ
も
素
晴
ら
し
い
。
昨
年
7

回
の
見
学
に
よ
り
「
こ
れ
ぞ
世
界
遺
産
」
と
胸
を

張
っ
て
言
え
る
自
分
が
い
る
。
「
あ
が
な
と
こ
ろ
、

何
が
世
界
遺
産
だ
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
で
」
そ

う
言
う
人
た
ち
に
言
い
た
い
。
「
本
当
に
石
見
銀

山
追
跡
を
理
解
し
て
い
ま
す
か
」
時
間
を
か
け
歩

い
て
分
か
る
世
界
遺
産
、
そ
れ
が
石
見
銀
山
で
あ

る
。
石
見
銀
山
を
訪
れ
る
人
に
助
言
し
た
い
。
2
・

3
日
か
け
て
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
追
跡
の
価
値
を
実

感
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
世
界
道
産
石
見
銀
山

遺
跡
理
解
の
方
法
で
す
。

1
2
月
の
あ
る
新
聞
朝
刊
に
石
見
銀
山
の
景
観
を

守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
病
気
に
か
か
っ
た
竹
を
伐
採
し
、
元
気
な
竹

を
保
護
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
記
事

の
写
兵
に
適
摩
高
校
の
教
員
が
含
ま
れ
て
い
た
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
た
。
ま

ず
、
大
田
市
民
が
石
見
銀
山
遺
跡
を
正
し
く
理
解

し
、
取
り
巻
く
環
境
を
守
る
こ
と
が
世
界
迫
産
前

見
銀
山
の
維
持
に
繋
が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
松

風
会
の
皆
様
、
こ
の
素
晴
ら
し
き
世
界
遺
産
を
全

国
に
発
信
し
て
大
田
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
く

だ
さ
い
。

全
回
大
会
に
出
場
し
て

◆
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

永
岡
　
　
大

初
め
て
の
佐
賀
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
深
く
僕

の
心
の
中
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
顧
問
で
あ
る
矢

野
先
生
と
二
人
三
脚
で
取
組
ん
で
き
た
こ
と
を

全
て
出
し
切
る
つ
も
り
で
臨
み
ま
し
た
が
、
結

果
は
満
足
の
行
く
も
の
で
は
な
く
非
常
に
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
の

過
程
は
と
て
も
充
実
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

毎
日
コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の
成
果

は
、
各
人
会
で
の
結
果
や
記
録
以
上
に
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
大
き
な
粒
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

◆
珠
算
鏡
綾

山
根
　
加
穂

今
年
の
千
葉
県
で
行
わ
れ
た
全
開
大
会
が
私

に
と
っ
て
最
初
で
最
後
の
大
き
な
大
会
で
し

た
。
3
年
生
で
の
出
場
で
、
県
内
で
出
場
す
る

人
は
後
輩
ば
か
り
で
す
ご
く
不
安
な
面
が
多

く
、
辞
退
し
た
い
と
前
日
ま
で
思
っ
て
い
ま
し

た
。
い
ざ
大
会
に
参
加
し
て
み
る
と
会
場
の
雰

囲
気
や
選
手
の
気
迫
で
圧
倒
さ
れ
、
自
分
も
精

一
杯
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
わ
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
実
力
不
足
に
よ
り
良
い
結
果

を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
悔
い

は
な
く
出
せ
る
力
を
出
し
き
っ
た
成
績
だ
っ
た

の
で
満
足
し
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
に
出
場
し

て
す
ご
く
勉
強
に
も
な
り
、
と
て
も
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

祝
全
国
大
会
出
場
　
陸
上
鮮
度

肌
山
　
　
l
¶
鮒
馴
町
・

視
全
国
大
会
出
場
　
美
術
工
芸
部

l
m
T
 
l
川
畑
相
川

認
全
国
大
会
出
場
　
蛛
　
井
　
部

Ⅷ
－

◆
線
文
集
島
根
大
会

石
川

龍

島
根
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

美
術
・
工
芸
部
門
に
参
加
し
て
、
全
国
の
高
校

生
が
作
っ
た
作
品
を
見
て
、
自
分
の
作
品
が
他

の
高
校
生
達
の
作
品
と
比
べ
て
、
今
一
つ
何
か

が
足
り
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
他
の
高

校
生
に
は
自
分
の
作
品
に
は
な
い
色
合
い
や
細

か
さ
が
あ
り
、
と
て
も
上
手
に
作
品
が
出
来
て

い
ま
し
た
。
さ
す
が
は
県
代
表
の
作
品
だ
と
思

い
ま
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
作
っ
た
作
品
に
は

色
合
い
は
無
か
っ
た
が
、
他
の
ど
の
作
品
に
も

負
け
な
い
「
迫
力
」
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
の
中
に
自
分
の

作
品
が
入
れ
た
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
総
文
祭
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
人
生
の
励
み

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
農
業
ク
ラ
ブ
全
由
大
会
広
島
大
会

野
木
哲
郎

農
業
鑑
定
競
技
の
島
根
県
大
会
に
向
け
て

勉
強
す
る
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
と
分
か
ら
な

く
て
芹
労
す
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
方
の
指
導
の
も
と
で
楽
し
く
勉
強
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
大
会
最

優
秀
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
取
る
こ
と

が
で
き
、
10
月
2
4
日
の
広
島
西
条
農
業
高
校

で
行
わ
れ
た
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
が

出
れ
ば
入
賞
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

結
果
発
表
の
新
聞
速
報
に
自
分
の
名
前
が

あ
っ
た
時
に
最
高
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

比
ハ
に
勉
強
し
た
友
人
と
先
生
方
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

☆港☆敏☆碁　写真で見る適座高生　食忠告嘉☆嘉
◆亡靡町と撥●

秋晴れの日に校舎
南側山の手から檀
影しまた。昔と変
らない風景で心が
なごみいわし零が

季節を感じました。

◆ロードレース
男子10キロ、女
子7キロ、大国地
区が折返し地点で
行われました。例
年より石見銀山に
向かう県外車が目
立った大会でした。

◆韓雷震

本校の体育祭は盛
大です。夏休み返
上で盆明けから準
備し、9月の本番
を迎えました。
入場行進、衣装、
デコレーション、

競技、応援合戦、
陣地応援のすべて

が表彰対象です。
また、園児も参加
する体育祭、観客
の多い体育祭とし

lて地域に根ざして
▲います。

◆苧撫り
地域交流学習の一
環として、園児と
芋掘りを行いまし
た。校舎裏の砂山
に学校所有の圃場
があり、6月の定
植と11月の収穫
に仁摩町の2保育
所から園児が来校
し、生徒会長あい
さつ後、芋掘りを
行いました。大き
なはしゃぎ声があ
ちらこちらで聞こ
え、収量以上の収

笥森森高元亡た0

◆伝縞の弓濃鬱

全国制覇3回の弓
道部の練習を覗い
てみました。「しや
あ」の声が響いて
良い雰囲気が漂っ
ていました。近年
は部員不足が深刻

な問題です。

◆封血式

新入生と在校生の対
面式で吹奏楽部が演
奏しました。金賞を
数年間獲得した実力
は素晴らしいです。
部員数が減っていま
す。ご子息の入部を

希望します。

◆捧鶴大会

男子はサッカー、
バスケットボール。
女子はソフトボー
ル、バレー㌧代ス
ケツトボールなど
を行っています。
大田高校との対抗
戦も健在です。

◆ケーキコンテスト

恒例のケーキコン
テストが12月に行
われました。参加

チーム16、参加生
．徒数75名でした．

『．、r二‾1‾最優秀賞、味賞、
＼∵‾／鼻∴∵　　デコレーション賞、

技能賞、一般審査
員賞を目指し腕が
振るわれました。

写真は最優秀賞の
作品です。本年は
レベルが高く選考
に苦労しました。

◆轟集積震　　　■－‾‾二二

地域・環境資源系
列の生徒が農業大
学校やブドウ栽培
農家、林業経営農
家を視震しました。
写真は、波根の農
業大学校です。

◆壮行式

6月に壮行式が行
われました。各部
の部長から、総体
に臨むコメントが
発表され、応援団
の応援と校歌で締
めくくりました。

◆文化禦

本年の文化祭は、
世界遺産をテーマ

「に石見銀山遺跡の
展示や世界各地の
世界遺産について
展示し、新聞にも

取組みが掲載され
ました。体育館で

は、生活・福祉系
列の生徒が授業や
放課後を利用して
製作した衣装を着
てファッション
ショーが行われま
した。



（4）平成20年2月23日風松第39号

「
二

支
部
だ
遣
り

■
□
関
東
支
部
□
■

平
成
1
9
年
虚
松
風
会
関
東
支
部
総
会

支
部
長
（
3
4
年
卒
）
林
時
平

平
成
1

9
年
5
月
2
0
日
関
東
支
部
総
会
を
、

本
部
よ
り
原
勝
正
会
長
、
景
山
校
長
、
特

別
参
加
と
し
て
藤
山
勉
県
議
、
元
教
諭
の

有
馬
侃
画
伯
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
5
7
名

の
参
加
の
下
開
催
し
た
。

ま
ず
、
「
未
来
に
引
き
継
ぐ
石
見
銀
山
」

と
題
し
て
大
田
市
教
育
委
員
会
か
ら
大
国

晴
雄
氏
を
お
招
き
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。色

々
な
経
緯
の
中
で
、
「
文
化
庁
が
ユ
ネ

ス
コ
へ
世
界
遺
産
登
録
に
推
薦
し
て
い
る
我

が
石
見
銀
山
遺
跡
は
、
今
年
7
月
の
選
考
委

員
会
で
は
先
送
り
に
成
り
そ
う
だ
」
と
の
、

講
演
の
中
で
の
推
測
で
あ
っ
た
が
、
7
月
2

日
も
の
の
み
ご
と
に
、
大
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム

ラ
ン
的
に
登
録
さ
れ
た
の
は
ご
承
知
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

懇
親
会
は
、
5
7
名
の
参
加
者
が
先
輩
後
輩

関
係
な
く
、
長
い
人
生
経
験
を
踏
ま
え
成
功

話
、
苦
労
話
に
華
を
そ
え
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
と
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
後
、

参
加
者
の
半

数
近
く
が
あ

ら
た
め
て
予

約

の

し

て

あ
っ
た
二
次

会
会
場
へ
と

散
っ
て
行
き

ま
し
た
。

今
年
は
、

毎
年
苦
労
し

て
い
る
予
算

に
関
し
、
賛

否
両
論
は
覚

悟
し
て
幹
事

役
全
員
の
総
意
に
よ
り
会
員
全
員
に
案
内
状

と
同
時
に
郵
便
振
替
に
よ
る
賛
助
金
の
お
願

い
を
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

8
5
名
の
協
贅
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
共
、
こ
の
関
東
支
部
は
、
こ
の
か
た

が
た
の
愛
し
く
思
う
愛
校
精
神
を
無
に
す
る

こ
と
の
無
い
よ
う
に
母
校
の
為
に
、
会
員
全

員
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
誓
い
た
い
も
の
で
す
。

次
回
も
ま
た
、
大
成
功
嚢
に
終
わ
る
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

｛
田
　
関
西
支
部
　
』
■

松
風
会
に
新
し
い
風
を

河
合
　
弘
子

私
が
、
松
風
会
に
関
わ
り
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
創
立
百
周
年
に
向

け
て
の
準
備
段
階
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
卒
業
時
に
、
入
会
し
て
い
た

事
す
ら
、
恥
ず
か
し
い
事
に
、
四
十
年
以

上
た
っ
て
、
記
憶
に
す
ら
な
か
っ
た
。
子

育
て
と
、
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
、
帰
郷

す
る
日
数
も
僅
か
、
母
校
を
訪
れ
る
事
す

ら
皆
無
で
あ
っ
た
。

私
が
平
成
七
年
十
月
、
交
通
事
故
で
一

年
二
ケ
月
の
入
院
の
後
退
職
し
、
再
就
職

を
、
あ
き
ら
め
、
ス
ト
レ
ス
の
毎
日
か
ら

脱
出
し
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
前
向
き
に
生

き
る
事
を
目
標
と
し
、
高
校
の
時
、
矢
富

先
生
の
指
導
で
、
数
ヶ
月
自
動
車
ク
ラ
ブ

に
在
籍
し
た
が
父
に
反
対
さ
れ
、
止
む
な

く
退
部
し
た
悔
し
い
思
い
を
、
先
ず
実
現

す
る
た
め
、
車
の
免
許
証
を
取
得
し
た
。
（
交

通
の
便
の
悪
い
所
に
住
ん
で
い
る
た
め
）

‥
・
そ
れ
か
ら
今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
、
趣

味
の
世
界
に
や
り
が
い
を
見
つ
け
、
家
族

の
理
解
も
得
て
、
毎
日
が
や
っ
と
、
充
実

し
か
け
た
頃
で
あ
る
。

だ
か
ら
あ
の
ま
ま
仕
事
を
続
け
て
い
た

ら
、
お
そ
ら
く
、
準
備
委
員
の
お
誘
い
も
、

引
き
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

何
の
予
備
知
識
も
な
い
ま
ま
、
渡
辺
前

支
部
長
の
、
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
、
元
来

の
世
話
好
き
の
虫
が
動
き
出
し
、
せ
め
て

三
十
七
年
度
卒
で
も
と
同
級
生
と
話
し
合

い
、
総
出
席
者
数
百
名
を
目
標
に
、
案
内

状
を
発
送
し
た
後
、
世
話
人
全
員
で
電
話

に
よ
る
連
絡
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
出
せ
た
事
に
、
ホ
ッ

と
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
関
西
支
部
総
会
出

席
者
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。
昨
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
少
子
化
も

進
み
、
関
西
に
就
職
す
る
卒
業
生
が
皆
無

に
近
い
と
言
う
の
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ

ろ
う
が
、
学
年
に
よ
っ
て
、
横
の
繋
が
り

が
殆
ど
な
い
と
い
う
事
も
、
原
因
の
ひ
と

つ
の
様
な
気
が
す
る
。

開
催
場
所
や
総
会
の
後
の
第
二
部
を
、
ど

の
様
に
有
意
義
な
も
の
に
す
る
か
…
等
々
、

考
え
る
事
は
山
積
み
さ
れ
て
い
る
。

案
内
状
も
色
々
な
方
法
で
選
択
し
て
発
送

を
試
み
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

卒
業
生
の
皆
様
、
今
一
度
懐
し
い
友
人
、

先
輩
達
、
又
先
生
と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
て

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

胸
を
張
っ
て
校
歌
を
唄
い
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
世
話
人
の
新
し
い
知
恵
を
、
期

待
し
て
い
ま
す
。

松
風
会
に
、
ぜ
ひ
新
し
い
風
を
…

（平成20年1月1日～12月31日）平成20年度松風全予算（嘉）
科　 目 本 年度 予 拝顔 前 年 度 予 算勧 増 減 備　　　　 考

会　　 議　　 費 1 2 ．0 0 0 1 5 ，0 0 0 △ 3 ．0 0 0 役 員 会

眺 暇 人松見 会補助 7 0 ．0 0 0 7 0 ．0 0 0 0 ㈲ 松 風 会 へ

旅　　　　 費 2 2 0 ．0 0 0 2 2 0 ，0 0 0 0 支 部 総 会 （関 東 、 関 西 ） Z 名 分　　 他

支 部 育 成 費 1 1 0 ．0 0 0 1 1 0 ．0 0 0 0 関 東・関 西 ・地 元 （松江 ・大 日 ・仁摩 ・温 泉沖 ・江津 ）

事　　 務　　 費 5 0 ．0 0 0 7 0 ．0 0 0 △ 2 0 ．0 0 0 卒 業 記 念 品 ・新 聞 広 省 料 ・通 信 費 他

会 館 管 理 補 助 1 0 0 ．0 0 0 10 0 ．0 0 0 0 会 館 維 持 管 理 凸

予　　 備　　 費 3 ．0 0 0 3 ，0 0 0 0

計 5 6 5 ．0 0 0 5 8 8 ，0 0 0 こ 2 3 ．0 0 0

（平成19年2月26日～
平成19年12月31日）平成19年度松風会年会費会計報告

科　　 目 決 算 額 備　　　　　 考

会　　　 費 1．5 3 7 ．0 00 7 6 3件 、納 入 率 7．0％

繰　 越　 金 5 4 9 ．0 2 3 平 成 18 年 会 費 繰 越

計 2 ．0 8 6 ．0 2 3

科　　 目 決 算 額 備　　　　　 考

会 報 発 行 た 1．4 0 0，6 0 2 会 報 松 風 3 8 号 、 10，8 50 部

振 込 手 数 料 7 3．7 60 貯 金 局 会費 振 込 手 数 料

計 1．4 7 4．3 6 2

収入総額2．086．023円一支出総額1．474．362円＝差引残高611．661円
平成20年度へ繰越しとします

腐書⑳
若⑳

平成19年12月28円
松風会監査　l勾　招

∠丈」と

1．一般会計

収入の部

科　 目 本 年度予算額 前年度予拝観 増　 減 備　　　　　 考

入　 会　 金 40 2．0 0 0 3 7 5，0 0 0 2 7．0 0 0 3，0 0 0 円 × 13 4人
会　　　 費 26 ．8 0 0 2 5．0 0 0 1，8 0 0 2 0 0 円 × 13 4人
寄　 付　 金 5 ．00 0 5，0 0 0 0
繰　 越　 金 13 0．6 1 7 18 2，7 5 7 △ 5 2．1 4 0 平成 19 年度 か ら

雑　 収　 入 58 3 2 4 3 1 4 0 預金 利息 等

計 5 6 5，0 0 0 5 8 8．0 0 0 △2 3．0 0 0

（平成19年1月1日～12月31日）平成19年度松風会決算報告

科　 目 本年臆 予算翫 決 算 亀 掛 Jl板 偶　　　　 々

入　 会　 金 3 7 5 ，0 0 0 3 7 5 ．0 0 0 0 3 ．0 0 0 円 × 12 5 人

会　　　 n 2 5 ，0 0 0 2 5 ，0 0 0 0 2 0 0 lt】× 12 5 人

寄　 付　 金 5 ．0 0 0 0 5 ．0 0 0

繰　 越　 金 18 2 ．7 5 7 18 2 ．7 5 7 0 平 成 1 8 年 度 よ り

雑　 収　 入 2 4 3 5 0 ．3 5 2 50 ．10 9 傾愈利息10 2円、250円　 パーティ辞11 上益金弧 【咲）門

計 5 8 8 ．0 0 0 6 3 3 ．】0 9 4 5 ．10 9

科　 目 本 年硬 予算紙 決 算 緬 掛 Jl軌 備　　　　 考

会　　 話　　 魚 1 5 ，0 0 0 乙4 0 0 12 ．6 0 0 役 n 会

財肺主人松楓会補助 7 0 ，0 0 0 7 0 ，0 0 0 0 晰 松 風 全 会 計 へ

旅　　　　 費 2 2 0 ，0 0 0 1 6 0 ．3 8 0 5 9 ．6 2 0 関 東 、 関 西 支 部 総 会

支 部 帝 成 魚 1 1 0 ．0 0 0 1 1 0 ．0 0 0 0 【細 ・何針 地元 肱 江 ・太 い tr昨 ・鎚坑i睾・汀沌）

事　　 務　　 魚 7 0 ．0 0 0 5 9 ．7 12 10 ．2 8 8 卒 業 記念 品 ・新 聞 広 吾 料 ・通 †d n 他

会 館 管 理 補 助 10 0 ．0 0 0 10 0 ，0 0 0 0 会 館 維 持 箭 咽 た

予　　 備　　 費 3 ．0 0 0 0 3 ．0 0 0

計 5 8 8 ．0 0 0 5 0 2 ．4 9 2 8 5 ．5 0 8

収入総額　633．109円一支出総勧　502．492円＝差引残高130，617円（平成20年度会計へ繰越し）

会報40号は・遭摩高校ホームページでご覧ください。http：〟www．shimanet．edjp／nima／


